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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  183/08     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月17日(2017.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷ヘッド前面のコーティングを調製するための配合組成物であって、この配合組成物
が、
　少なくとも１つのフルオロアルキルアルコキシシランモノマーおよび分岐したペンタシ
ランを含むモノマー混合物と；
　３０重量％～５０重量％のアルコール溶媒と；
　ケイ素原子あたりの水酸化物イオンの量が０．３ｍｏｌ％～１ｍｏｌ％であるような量
で存在する可溶性水酸化物触媒である触媒と；
　前記フルオロアルキルアルコキシシランモノマーに対して１モル当量～１０モル当量の
水と
を含むゾルを含み、
　この配合組成物が、１．５時間を超える時間、ゲル化に対して安定である、配合組成物
。
【請求項２】
　前記モノマー混合物は、フッ素含有量が１５重量％～６５重量％である、請求項１に記
載の配合組成物。
【請求項３】
　前記モノマー混合物の０重量％～５０重量％が、末端ＣＦ３部分を含有する、請求項１
に記載の配合組成物。
【請求項４】
　前記モノマー混合物が、一置換フルオロアルキルアルコキシシランモノマーおよび二置
換フルオロアルキルアルコキシシランモノマーを含み、前記一置換フルオロアルキルアル
コキシシランモノマーが、前記二置換フルオロアルキルアルコキシシランモノマーに対し
、０～５０重量％の量で存在する、請求項１に記載の配合組成物。
【請求項５】
　前記配合組成物は、粘度が１ｃＰ～１０ｃＰである、請求項１に記載の配合組成物。
【請求項６】



(2) JP 2014-181339 A5 2017.3.23

　前記配合組成物が、硬化させると架橋したシロキサン網目構造を形成する、請求項１に
記載の配合組成物。
【請求項７】
　インクジェット印刷ヘッド前面であって、
　前面と；
　前面に配置されたコーティング層とを備え、
　コーティング層が、請求項１に記載の配合組成物を前記前面に体積させ、配合組成物を
硬化させ、架橋したシロキサン層を前面の上に作成することによって作られる、インクジ
ェット印刷ヘッド前面。
【請求項８】
　少なくとも１つのフルオロアルキルアルコキシシランモノマーおよび分岐したペンタシ
ランを含むモノマー混合物と、
　３０重量％～５０重量％のアルコール溶媒と、
　ケイ素原子あたりの水酸化物イオンの量が０．３ｍｏｌ％～１ｍｏｌ％であるような量
で存在する可溶性水酸化物触媒である触媒と、
　前記フルオロアルキルアルコキシシランモノマーに対して１モル当量～１０モル当量の
水と、
　を含有するゾルを含む配合組成物を調製することと；
　前記配合組成物をゾルとして、印刷ヘッドの表面に塗布することと；
　前記配合組成物を硬化させ、架橋したシロキサン網目構造層を前記印刷ヘッドの表面に
作製することと；
　を含み、
　前記配合組成物は、１．５時間を超える時間、ゲル化に対して安定である、印刷ヘッド
を調製する方法。
【請求項９】
　前記配合組成物を調製してから１．５時間より後、前記配合組成物を硬化させ、架橋し
たシロキサン層を作製する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モノマー混合物は、フッ素含有量が１５重量％～６５重量％である、請求項８に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記印刷ヘッドの前面の前記架橋したシロキサン層上の吐出した紫外線硬化性インクの
液滴または吐出した固体インクの液滴は、１４０°～４０°の接触角を示す、請求項８に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記印刷ヘッドの前記架橋したシロキサン網目構造層は、３０°未満の滑り角を有する
、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つのフルオロアルキルアルコキシシランモノマーおよび分岐したペンタシ
ランを含むモノマー混合物と、
　３０重量％～５０重量％のアルコール溶媒と、
　ケイ素原子あたりの水酸化物イオンの量が０．３ｍｏｌ％～１ｍｏｌ％であるような量
で存在する可溶性水酸化物触媒である触媒と、
　前記フルオロアルキルアルコキシシランモノマーに対して１モル当量～１０モル当量の
水と、
　を含有するゾルを含む配合組成物を調製することと；
　前記配合組成物をゾルとして、インクジェット印刷ヘッドの前面に塗布することと；
　前記配合組成物を硬化させ、架橋したシロキサン層を前記インクジェット印刷ヘッドの
前面に作製することと；
　前記インクジェット印刷ヘッドを用いてインクジェットインクを基材に塗布することと
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；
　を含み、
　前記配合組成物は、１．５時間を超える時間、ゲル化に対して安定である、ゲル化に対
して安定である、基材に画像を印刷する方法。
【請求項１４】
　前記配合組成物を調製してから１．５時間より後、前記配合組成物を硬化させ、架橋し
たシロキサン層を作製する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記インクジェット印刷ヘッドの前面にゾルとして塗布するときの前記配合組成物の粘
度は、１ｃＰ～１０ｃＰである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記モノマー混合物は、フッ素含有量が１５重量％～６５重量％であり、前記架橋した
シロキサン層の表面エネルギーは、前記モノマー混合物のフッ素含有量を増やすか、また
は減らすことにより調節される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記架橋したシロキサン層は、Ｃｒｏｃｋ布を用いた２００回の洗浄サイクルの後に１
°～３０°未満の低い滑り角を維持するコーティング表面を形成する、請求項１３に記載
の方法。
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